
薬剤耐性（AMR）菌時代の
肺炎マネージメント
The Era of AMR:  
Implications for the Pneumonia Management
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2
登録完了通知（メール）

3
開催 1週間前を目途に視聴 URLを案内

4
本番視聴

ご参加にあたっては下記よりお申し込みください   申込み

2022年11月13日 日　15：00～ 17：00

WEBセミナー（LIVEセッション）
※事前お申し込みが必要です。

　英語セッションは通訳なしとなります。

開催方法

日時

  https://www.biomerieux-jp.net/seminar/

ビオメリュー World Pneumonia Day セミナー

主　催 ビオメリュー・ジャパン株式会社



ビオメリュー World Pneumonia Day セミナー　プログラム　　　　　　　　15：00～ 17：00

Opening 　15:00 ～ 15:20

演題 Silent Pandemic AMRと迅速診断の役割

演者 上野 理恵   ビオメリュー・ジャパン株式会社　メディカルアフェアーズディレクター

講演 　15:20 ～ 16:50

座長 藤谷 茂樹 先生　聖マリアンナ医科大学　救急医学　教授

15:20 ～ 16:00

講演 1 集中治療領域における薬剤耐性菌時代の肺炎治療

演者 吉村 旬平 先生　大阪大学医学部附属病院　高度救命救急センター

16:00 ～ 16:50

講演 2 Potentials of Rapid Microbiology 
in Hospital and Ventilator Pneumonia

演者 Prof. David Livermore　  Professorial Fellow, Med Microbiology, University of East Anglia

Closing 　16:50 ～ 16:55

アンケート 　16:55 ～ 17:00

ご挨拶

この度、ビオメリュー World Pneumonia Dayセミナー「薬剤耐性（AMR）菌時代の肺炎マネージメント／ The Era of AMR : Implications for the 
Pneumonia Management」を開催する運びとなりました。

AMR対策時代、肺炎マネージメントにおいてもより適切な抗菌薬治療の選択が重要となっています。しかしながら、多岐にわたる肺炎の病原微生物を特
定することは困難なケースが多く、結果的に経験的に広域抗菌薬が使用され、更なる耐性菌の出現に繋がることが危惧されます。各疾患領域において適

切な検査の運用は、抗菌薬適正使用に貢献することが証明されています。肺炎領域においても、より適切な検査の導入について議論が活発化しています。

本セミナーでは、「GRACE-VAP trial」や「INHALE trial」など、国内外におけるＡＭＲ時代の肺炎診断の最新の研究や知見をお届けし、エキスパート
の先生方とディスカッションをする機会を提供させて頂くことを目的としております。

つきましてはご多忙中とは存じますが、ぜひとも万障お繰り合わせの上、ご参加いただきますようお願い申し上げます。

ビオメリュー・ジャパン株式会社　メディカルアフェアーズディレクター　上野　理恵

お問い合わせ先
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